
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 能登半島地震の発生から１カ月。未だ生活再建は見通せず、被災者を取り巻く現状は厳しいままであり、大き

な被害を受けた輪島市、珠洲市、能登町の中学校では生徒の集団避難も行われました。本来なら３学期の始業式

を迎え、新学期の学校生活を送ることができるはずだった子どもたちのことを思うと胸が痛みます。改めて、犠

牲となられた方々に心よりご冥福をお祈りするとともに、１日でも早い復興を願っております。 

 現在、南中３年生は、自分の進路に向き合って必死に頑張っています。来週

はじめに実施される県立高等学校の前期選抜に、学年生徒の約半数の７８名が

挑みます。生徒たちには「良い結果は、良い準備から。これまで取り組んでき

たことを自信とすること」という話を常々してきました。そんな子どもたちに、

そう何度も「がんばれ！」とは言えませんが、今やるべきことをしっかり考え

て、悔いを残さないようにしてほしいです。 

 とはいえ、どれだけ準備をしてきても、どれだけ一所懸命頑張ってきたとしても、不合格になることがあるの

が受験（検）です。これだけ練習してきたのだから大丈夫！と思って挑んだ勝負で負けることだってあります。

そもそも失敗のない人生なんてありえないのです。大切なのは、その結果をどう受け止めるかです。どんな結果

であれ、その結果をもとに次の目標を設定し、次の行動を起こすことが必要なのです。ＦＩＧＨＴ！ 

 

 

 三泗教育発表振興会主催の「第５８回三泗小・中学校書写展覧会（１／１３～１６）」「第６０回三泗小・中学

校美術展・第２８回三泗中学校美術部作品展（１／１９～２５）」が開催さ

れました。三泗教育発表振興会とは、三泗地区（四日市市と三重郡３町）

教育の発表振興のためにつくられた会です。書写展、美術展・美術部展の

他、音楽会、科学展・科学研究発表会・社会科作品展、英語スピーチ・英

作文コンテスト、特別支援学級学習発表会・連合運動会など皆さんの「学

習成果の発表の場」を設けてくださっています。書写展には１，０００点

以上の作品が集まり、美術展・美術部展には、四日市市と朝日、川越、菰

野の４市町の小学校４７校から７８６点、中学校２９校から７６７点、中学校１７校の美術部から５０３点の作

品が集まりました。本校からも１年生の絵文字、２年生の篆刻（てんこく）、３年生の自画像を出展しました。 

「書写展」「美術展・美術部展」が行われました。 

早、１月も終わりを迎えました。 



 

１月１７日（水）～１９日（金）の３日間、３学期のフリー参観を実施しました。今年度３回目で、最後とな

るフリー参観です。インフルエンザや新型コロナウイルス感染症拡大の状況も考え、参観は、午前中のみで教室

への入室を禁止とさせていただきました。３日間で

約１２０名の保護者の皆さまにご来校いただき、３

学期の学校の様子を観ていただきました。授業参観

アンケートの中には、「落ち着いて授業を受けてい

る姿に安心した」「参観の機会をいただいて、あり

がとうございました」「家で聞いているより、体育

を楽しそうにうけていた」等のご感想をいただきま

した。今年度も残すところ２か月となり、３学年と

も次のステージに向けてますます頑張ってまいり

ます。今後とも変わらぬご支援、ご協力をお願いい

たします。ご来校いただきました保護者の皆さま、

お忙しい中、ありがとうございました。 

がんばれ３年生！～進路先決定に向けて～ 

 １月下旬から、本格的に私立高等学校の受験が始まりました。また、２月５日（月）、６日（火）には、三重県

立高等学校の前期選抜、県立特別支援学校の入試が行われます。３年生にとっては９年間の義務教育を終え、い

よいよ自分自身で進路選択を行う時期がやってきました。すでに合否の結果がでていて、進路先が決定した人も

いますが、大半の生徒の皆さんはここからが正念場です。これまで積み重ねてきた努力を信じて、最終的な進路

を自分の手でつかみとってほしいと思います。私は、これまでも最後まで

粘り強く取り組むことによって、良い結果を生み出しているケースを何

度も見てきました。すでに頑張っている３年生の皆さんに、何度も「がん

ばれ」とは言えませんが、「今やるべきこと」、「自分ができること」は悔

いを残さないようにしっかり取り組んでください。各ご家庭におかれま

しても、子どもたちがリラックスして受験期を乗り切ることができるよ

う温かく見守っていただきますようお願いいたします。 

１，２年生の皆さんは、進路決定を行っている先輩の姿をしっかり目に焼き付け、フューチャーリンクや職場

体験学習などのキャリア教育学習でイメージした自分の未来、将来、夢の目標に向かって取組を継続してほしい

と思います。始業式で全校生徒の皆さんに話をしましたが、今の自分は将来の自分につながっているのです。で

きることから、毎日コツコツと「継続は力なり」そして、「あしたは もっとたかく」なのです。 

 

 

この度、大和宏業株式会社さまより、四日市市内の各小中学校に２台ずつ「超音波加湿器～噴霧するぞう

PREMIUM３～」を寄贈していただきました。いただいた超音波加湿器

は、清涼ミストシャワーを発生させながら人が集まる場所の衛生環境を

リセットするものです。冬休み中に各校に

納品され、南中では多目的教室と保健室に

設置をしました。ともに多くの生徒の皆さ

んが利用する場所です。大和宏業株式会社

さま、本当にありがとうございました。 

フリー参観を実施しました。 

超音波加湿器～噴霧するぞう３～稼働 


